
教育研究評議会記録（要旨） 

 

 

日 時  平成 27 年 4 月 27 日（月）午後 1 時 30 分～午後 2 時 55 分 

 

場 所  学術情報総合センター10 階会議室 LSS 

 

出席者（委員） 西澤学長、井上副学長、宮野副学長、大嶋副学長、桐山副学長、柏木副理事長、

石河理事兼病院長、櫻木特命副学長、松尾本部長、安積本部長、橋本教務担当部

長、富澤学生担当部長、三田村入試担当部長、山﨑学術情報総合センター所長、

青山社会科学系研究院長、経営学：清田研究科長、石井、経済学：福原研究科長、

中島、法学：金澤研究科長、森山、勝田、文学：小田中研究科長、松浦、理学：

保尊研究科長、大仁田、工学：日野研究科長、長﨑、医学：塩見（代理）、森田、

生活科学：西川研究科長、永村、創造都市：柏木研究科長、有賀、看護学：小山

田研究科長、河野、渡辺都市健康・スポーツ研究センター所長、大久保大学教育

研究センター副所長、阿部都市研究プラザ所長、阿多情報基盤センター所長 
   （オブザーバー）石井学長補佐、鈴木学長特別補佐、中川学長特別補佐、今中学長特別補佐 
   （報告者）大黒ハラスメント調査委員会委員長（平成 25 年度）、古久保ハラスメント調査委

員会第 2 小委員会委員長（平成 25 年度）、張ハラスメント総括相談員（平成 26

年度） 

 

Ⅰ 議 事 

 

○平成 27 年 3 月 23 日（月）開催の教育研究評議会記録（要旨）案について、確認し、承認された。 

 

 

【審議事項】 

 

 １ 教育研究評議会構成員について 

学長から、資料１に基づき、今回の教育研究評議会から、研究院長及び情報基盤センター

所長を教育研究評議会の構成員とすることが提案され、審議の結果、原案のとおり承認され

た。 

   

 ２ 平成 27 年度 各担当研究科長・研究院長代表等の選出について 

  学長から、資料２に基づき、文系・理系研究科長代表等の選出について、説明・提案があり、

審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

３ 理事長選考会議の委員の選出について 

  学長から、資料３に基づき、理事長選考会議の委員として、教育研究評議会からは、文系研

究科長代表、理系研究科長代表、医学部附属病院長の 3 名を選出する旨、説明・提案があり、

審議の結果、原案のとおり承認された。 

 

４ デラサール大学との大学間交流協定の締結について 

  経済学研究科長から、資料４に基づき、デラサール大学の概要及び部局間交流の実績等の説

明があり、今後、活発な交流が見込まれることから、同大学と学術交流協定を締結する旨、説

明・提案があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

 



【報告事項】 

 

 （１）平成 27 年度 役員の担当について（追加） 

   学長から、資料（１）に基づき、平成 27 年度役員の担当の追加について、説明があった。 

 

（２）平成 26 年度 第 3 回公立大学法人大阪市立大学経営審議会について 

   学長から、資料（２）に基づき、平成 27 年 3 月 24 日（火）に開催された第 3 回経営審議会

における外部委員からの意見について、報告があった。 

 

（３）教育研究戦略機構 平成 27 年度検討事項について 

   教育研究戦略機構長から、資料（３）に基づき、教育研究戦略機構において今年度検討され

る事項について、説明があった。 

 

 （４）研究論文の不正行為疑惑に関する調査結果について 

   研究担当副学長から、資料（４）に基づき、平成 26 年 2 月 17 日付けでハラスメント調査委

員会から依頼を受けた事案に係る調査結果について、説明・報告があった。 

なお、会議資料（４）－２については、本会議終了後回収することとした。 

 

（５）平成 25 年度ハラスメント調査の結果報告について 

   平成 25 年度ハラスメント調査委員会委員長及び平成 25 年度ハラスメント調査委員会第 2 小

委員会委員長から、資料（５）に基づき、平成 25 年度第 2 号事案に係る調査結果について、説

明・報告があった。今後の手続きは、現職教員に対する手続きと同様に、当該研究院会議で審

議を行い、教育研究評議会に審査を付議することとした。 

  なお、会議資料（５）-２については、本会議終了後回収することとした。 

 

（６）セクシュアル・ハラスメント相談員会議からの報告について 

  職員課長から、資料（６）に基づき、平成 26 年度における同会議の活動について、説明・報

告があった。 

 

 （７）セクシュアル・ハラスメント調査委員会からの報告について    

職員課長から、資料（７）に基づき、平成 26 年度における同委員会の活動について、説明・

報告があった。 

 

（８）ハラスメント相談員会議からの報告について 

   ハラスメント総括相談員から、資料（８）に基づき、平成 26 年度における同会議の活動につ

いて、説明・報告があった。 

 

 （９）ハラスメント調査委員会からの報告について  

   ハラスメント調査委員会委員長から、資料（９）に基づき、平成 26 年度における同委員会の

活動について、説明・報告があった。 

 

（10）平成 28 年度日本学術振興会学術システム研究センター新規研究員候補者の推薦について 

   研究担当副学長から、資料（10）に基づき、平成 28 年度学術システム研究センター新規研究

員候補者を各研究院から推薦してほしい旨、説明・依頼があった。 

 

（11）大阪市立大学バンコク拠点の設置について 

   国際センター所長から、資料（11）に基づき、バンコク拠点の設置及び今後の活動内容等に



ついて、説明・報告があった。 

（12）学位授与について 

   教務担当部長から、資料（12）に基づき、論文博士 15 名に対して、平成 27 年 3 月 24 日（火）

に学位授与した旨、報告があった。 

 

 

【その他事項】  

 

① 春の人権問題講演会について 

 学長から、資料①に基づき、5 月 29 日（金）に、「春の人権問題講演会 同性愛は『不自然』

ではない－日本の男性同性愛の歴史と文化－」を開催する旨、案内・報告があった。 

 

② 第 15 回教育支援のための FD ワークショップについて 

   大学教育研究センター副所長から、資料②に基づき、5 月 29 日（金）に、「第 15 回教育支援

のための FD ワークショップ 授業応答システム（クリッカー）の活用方法を考える」を開催す

る旨、案内・報告があった。 
 

③ 大学教育研究センター紀要「大学教育」第 12 巻 2 号について 

大学教育研究センター副所長より、資料③に基づき、大学教育研究センター紀要「大学教育」

第 12 巻第 2 号を発行した旨、報告があった。 

   

④ 大阪市立大学数学研究所 OCAMI2014 について 

   理学研究科評議員より、資料④に基づき、昨年度の数学研究所の活動内容等について、紹介

があった。 
 

⑤ OCARINA 通信について 

複合先端研究機構長より、資料⑤に基づき、OCARINA 通信第 4 号を発行した旨、報告があっ

た。 
 

 

Ⅱ 会議資料 

  

○平成 27 年 3 月 23 日（月）開催 教育研究評議会記録（要旨）案 

 

【審議事項】 
  １ 教育研究評議会構成員について（案） 
  ２ 平成 27 年度 担当一覧 
  ３ 理事長選考会議の委員の選出について 

 ４ AGREEMENT ON ACADEMIC COOPERATION BETWEEN DE LA SALLE UNIVERSITY AND OSAKA CITY 

UNVERSITY 他 
 
【報告事項】 

（１）平成 27 年度 公立大学法人大阪市立大学役員等について【担当の追加】  

（２）平成 26 年度 第 3 回公立大学法人大阪市立大学経営審議会（平成 27 年 3 月 24 日（火）開

催）における外部委員からの主な指摘事項について 

（３）教育研究戦略機構 平成 27 年度検討事項 他 

（４）研究論文の不正行為疑惑に関する調査結果について 他 



（５）ハラスメント調査の結果報告について 他 

（６）セクシュアル・ハラスメント相談員会議活動報告書 

（７）セクシュアル・ハラスメント調査委員会活動報告書 

（８）ハラスメント相談員会議活動報告書 

（９）ハラスメント調査委員会活動報告書 

（10）平成 28 年度 日本学術振興会 学術システム研究センター新規研究員候補者の推薦につい 

て（依頼） 他 

 （11）大阪市立大学バンコク拠点の設置について 他 

 （12）学位授与者数 

  

【その他事項】  

① 春の人権問題講演会 同性愛は「不自然」ではない－日本の男性同性愛の歴史と文化－ 

② 第 15 回 教育支援のための FD ワークショップ 授業応答システム（クリッカー）の活用方

法を考える 

③ 大阪市立大学 大学教育研究センター紀要「大学教育」第 12 巻第 2 号 

④ 大阪市立大学 数学研究所 OCAMI2014 

⑤ OCARINA 通信 Vol.4 

  


